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切断後３０時間では再生芽で特異的に 5mC と 5hmC 量の減少が生じており，再生の中期
である切断後７２時間においては 5mC 量は回復していたが 5hmC 量は減少したままであ






















インシュリン様成長因子 1受容体（Insulin- like growth factor-1 receptor: IGFR）及びホ
スファチジルイノシトール 3キナーゼ（Phosphatidylinositol-3 kinase: PI3K），canonical 
Wntの各伝達経路阻害によってmTORC1の活性化が抑制されることが明らかとなった。 




 以上本論文で発見された２つの新規分子メカニズム（能動的 DNA 脱メチル化による
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